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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第１回研究会 研究会開始にあたっての意見交換 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第１回研究会 議事録 

日 時：令和元年 5月 15日（水） 9：00 ～ 10：30 

場 所：武庫川女子大学 会議室 

出席者： 

＜委員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

  水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

  伊丹 康二 武庫川女子大学 准教授 

＜事務局＞ 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

・4/15ミニ研究会資料

・5/11ミニ研究会資料

・研究の枠組み案（5/15伊丹先生）

・近畿地方のニュータウンの状況（事務局）

【ディスカッション】 

〇ミニ研究会資料について 

三好： 限られた時間等の中で我々チームなりに現場をよく知る方々が“こういうことが知りた

かったという”ポイントを押さえた研究としたい。4月から本日まで学内でミニ研究会を 2

回行った。その資料（4/15、5/11）をもとに本日はディスカッションを行う。研究企画書

は尊重する一方、研究会ではできるだけフラットに意見交換して、皆が共感するキーワー

ドにまとめていくイメージだ。  

配布資料はミニ研究会での各自のレジメで、私のレジメは現在の私の関心事を項目でま

とめたもの。本日ご欠席の松原先生のレジメは、福祉に視点をおいたものとなっている。 

福祉分野では施設整備に目が行きがちだが、まちの再生という意味では、現在の高齢者

対策のみでなく上位計画とのリンクがなければ、まちの再生にならないのではないかと思

う。次に、伊丹先生のレジメを説明してください。 

伊丹： これまで自身で取り組んできた研究の視点を共有した。最近は、現代のコミュニティ

に即したコミュニティ形成の場のあり方に注目している。また近隣センターや地区センター
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なども、街の中心をいかに形成するかという点で関心がある。 

三好： 阪大で取り組んできた研究リストもつけて頂いている。研究の流れのなかで抜けている

点等に気づく資料にもなる。次に、水野先生のレジメを説明してください。 

水野： 現在、全国のニュータウンリストについての整理をおこなっており、4/15 のレジメはそ

の途中経過を示したものである。また、それに加えて、兵庫県の NT再生ガイドライン策定

や神戸市の立地適正化計画に参加していた経緯があるので、その動向をディスカッション

ペーパーとした。 

 2回目の小研究会では、NT再生とは何かとういことを議論した。その話題提供資料が 5/11

の資料である。研究会の方向性については、5/11 のものを更新した形で 5/15 付で伊丹先

生から提供いただいている。 

〇オールド NT再生に向けての状況把握項目案と対象 NTについて 

三好： 今回対象とする NT をどう定義し、どの NT を取り上げるか。数的には 5～6、多くて 10

くらいだろう。さらっと見るだけでは問題が見えてこない。立場がかわると見方も変わる

が、この研究会メンバーがいいと思う活動をあげてみようと思う。その整理方法を A3資料

で、明舞団地で試しているところだ。 

 縦軸の項目はオールド NT の再生を議論するときに、ある NT のベクトルが再生方向に動

いているかどうかということを判断する指標として提案している。まちが良くなっていく

ためには、10～20 年後の布石が打たれているか、行政とのパイプがあるか、議論する情報

が発信されているか、などが必要。こうした項目を縦軸に入れたい。横軸は明舞で例示し

ている。以前はいいことをしていたのに今はやっていない活動をどう扱うか等、記入は結

構難しい。興味深いものが抜けてしまうのも残念なので、出来るだけたくさん記入する方

向だ。横軸には、明舞のほか、大和団地、千里、泉北、金岡団地など、誰もが知る NTをあ

げるとともに、戸建て型、遠郊外型などのグルーピングも必要であろう。 

既存資料等で我々が知っていることをもとにこの表を作成し、全体を見渡した時、問題

点が見えてくるだろう。そこで仮説を立てて研究会の共通認識とし、特徴的なもの、光っ

ている活動等についてヒアリング等で生の情報を得、最終的には提言につなげていく構造

だ。私としては、状況把握項目はオールド NTを計るスケールのイメージがあり、項目自体

が今回の成果品のひとつと思っている。したがって本研究会独自の特色ある項目も入れた

い。 

例えば明舞団地に全く該当するものがない項目もあり、子育て世帯の入居促進は、どこ

の NTでもうたってはいるものの、実際には弱いと思う。明舞では、子育て層に魅力ある宅

地供給として、宅地分割して住宅地が低価格で供給さている例もある。こうした実情を何

らかの形で指摘していきたいと考えている。高齢者支援活動は、有名な NPO ひまわり会が

あり、代表入江さんのお話を聞いても良いと思う。 

あとは仕事、働き方改革に相当するコ・ワークスペースやコミュニティビジネス、暮ら

しの愛着形成に向けての活動などがやや弱いと思う。まだ足りない項目もあるが、NT再生

を議論するスケールをしっかり作って、この表中からヒアリング対象等を抽出し、主体、

資-4



成功事例の要因等を見出していくイメージである。 

浜津： NTといっても公的団地に偏っているところ、民間のところなどがある。２か年調査なの

で、分類の視点も入れてやって頂けたらと思う。 

 現在、5 年、10 年後や、2025 年問題（団塊の世代が 2025 年頃までに後期高齢者に達す

る事により、介護・医療費などの社会保障費の急増が懸念されている問題）は皆の視野に

入っている。しかし、90歳、100歳と生きる時代であることを踏まえると、さらに 50年後

を視野に入れると、そのミクストコミュニティは未知の世界である。 

三好： 市大の泉北のカフェ、関大と UR で展開している「だんだんテラス」、こういったものは

現高齢者には楽しく、運営者が元気なうちは良いが、継続性が課題である。例えば主体と

資金の問題があげられるが、資金についてはクラウドファウンディングなど、かつてに比

べると多種の資金調達方法があり、こうした手法まで絡めることも考えられる。 

主体と微妙に異なる問題は、何をテーマとするかということだ。主体、資金、テーマ選

びの 3 点がポイントで、例えば、ここは自動運転ならどういう主体とするか、別のところ

は自動運転よりも初等教育、日本一の小学校、といったテーマを選ぶと主体も変わってく

る。再生のテーマ選びと主体はそれぞれによってふさわしモノがあるはずだ。こういう切

り口で考えていこうとしているところだ。 

 あと、NT の定義はアカデミックにははっきりしていない。国交省の定義、16ha 以上、人

口 3000 人以上があるくらいで、整理しやすいが、これを NT と言えるだろうか。やはりイ

ギリス初期のセルフ・コンテインドで生活圏があり、一応生活できる圏域を NTと呼びたい

と私自身は思っている。規模の大小は集積度によって異なるが、一小学校区位が自立の最

低限の単位になる。1km 離れた駅にぶら下がっている状態の 300戸の住宅団地を NTと呼ん

でいいのか？こういった問題を早い段階で議論し、整理しておきたいと思う。例えば千里

NTはもともと自立圏として色々なコンテンツを入れてきたはずだ。水野先生の資料で規模

の定義は明記して頂いているので、こういった議論を入れていきたい。 

川上： 表の横軸で、千里や泉北 NT の場合あまりに広大で団地ごとに状況も異なる。それをどの

ように整理するのか。 

三好： 千里の場合、新千里東町に街角広場があるが、そこにあるだけで千里 NT全域に影響を及

ぼしているとはいい難い。 

私があちこちの事例を見てきた中で、長い間取り上げられる事例は同じものであること

が多い。多摩 NT なら諏訪・永山地区の福祉亭ばかりで、他にないのかと思ってしまう。 

街かど広場は建て替えで消滅寸前。キーパーソンであった女性が転居されたことも大き

く、人があっての活動ということもできる。 

三安： 本来ならば、類似の活動が周辺に生じて地域全体を包括していく形になるのがのぞまし

いのであろう。 
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三好： 成功している例が論文等で取り上げられるので目立つということもある。 

伊丹： 一般に、「初の取り組み」がニュースに取り上げられたり、先進事例として研究対象にな

る傾向がある。後に続く類似の取り組みも存在しているが、一般化されるまでには至らな

い。千里 NT の「ひがしまち街角広場」で実践された、飲み物を「お気持ち料」100円で提

供するという仕組みも、NT の各地に広がった。 

三好： 「ひがしまち街角広場」も明舞も、個人のスーパーマンの存在がある。この辺りをどう

提言していくか。ある人の活動には参加しないという人も出てくる。 

浜津： 成功例として紹介されても、継承されずに自然絶ち切れというのも少なくないと思う。

今回、失敗例も取りあげて頂きたい。若い人が活動に入りづらいということも実際にある。 

〇グローバリゼーションについて 

三好： 若い人の参加しやすさは大事な切り口であり、多世代参加型のまちづくりという視点で

見た時に上手くいっているかということである。自治会の状況を見ても、人口減少、高齢

化等で参加する人が本当にいなくなってきている。行政は税金という資金があり何らかの

ことを行う訳だが、その受け手の住民は、高齢化した自治会で誰がリーダーシップをとる

のかという課題がある。住民主体のまちづくりというと、旧来型では皆で集まるイメージ

が強いが、住民の負担感を軽くするよう IT の活用まで含めて検討していけばよいと思う。 

「移民と団地」という本によると、金岡団地に外国人がとても多いということだ。明舞

団地にも中国人がいて組織もできているらしい。阪神淡路大震災の時、どこに住宅を求め

るかということで民間では断られたが、明舞は断られなかったからということだ。今日の

資料では外国人居住は縦軸項目の中に取り上げていないが、このことをどうするかである。 

三安： 今まで日本人だけで暮らしていたので外国人の暮らしやすさが考慮されていなかった。

多世代ミックスといいながらも、外国人が普通に暮らしていく中で担い手になってくるこ

とが考えられる。 

浜津： 多国籍化してきたとき、コミュニティ拠点でどういった交流がなされるか。関東の川口

や大久保、名古屋の一部では居住者の半数が外国人の団地もある。関西はまだそこまでい

っていないが、就労要件が緩和されると多国籍化が進むはずだ。団地の新しい発展の仕方

のひとつとして、こういう形もあるだろう。 

三好： そうすると旧来型の自治会、両隣向かい三軒型のウェットな関係でない、割り切った運

営の仕組みが求められてこよう。グローバリゼーションを背景とした多国籍ミックスのよ

うなことを項目のどこかに入れていきたい。 

水野： ニュータウン再生の話ではないが、神戸市のニュータウンである六甲アイランドシティ

は、開発当初から外国人を意識したものである。現在は移転してしまったが外資系企業が

立地して、インターナショナルスクールも複数あり、自然と混在している状況がある。す
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でに 30 年を経ている NT なのでオールドと言えるかもしれず、金岡や大久保とは問題の質

が若干異なるが、外国人の共生という意味では糸口を見つける先行例になるかもしれない。 

三好： NT再生には外部からエネルギーを入れる必要がある。アメリカが元気なのは外国からき

ているから、という言い方がある。資本と人を外部から取り込みことが上手く仕組みにな

れば再生していくということがあるかもしれない。そのミックスの視点を再生のスケール

項目に取り入れる。 

〇就労の場について 

三安： 生活のためには就労の場が必要。極端なことをいえば、NTの中で就労の場を求められる

ことも必要でないか。 

水野： 就労の取り組みを行っている NT は今少ない。三木市緑が丘で取り組みが進みつつある

ICT を活用したクラウドソーシングのような先鋭的な取り組みを取り上げていって、何が

課題なのか、継続可能性はあるのかなどを掘り下げたい。 

三好： 報告書としては、先鋭的な取り組みの意味を説いて、それをどう扱うかということだ。

サテライトオフィスやコワーキングスペース、東京の臨海部の UR団地で集会所を利用して

IT企業を集めた事例があるが上手くいかなかったと聞いている。 

 次、事務局の資料を説明して下さい。 

〇「近畿地方の NTの状況」説明（川上） 

水野： 播磨科学公園都市の計画人口 2.4万人に対し現在 1400人というのは、土地利用変更があ

ったのか。 

川上： 土地利用図自体が現在ネット上では見つけにくい状態。一部の用地にサッカー場をつく

る等してある程度にぎわっているとのことで、ある意味で再生の例かと思う。 

三好： 県の NT 再生ガイドライン策定時には播磨科学公園都市は話題にならなかったか。 

水野： あくまで再生のガイドライン作りということだったので、明舞などのように成功事例と

されるところを参考にする形で進められた。失敗と思われるような事例はなかなか取り上

げられることは少ない。失敗という言葉は嫌がられるが、何がきっかけでそうなったかと

いうことを掘り下げたいと思う。 

川上： 元々の計画は研究所団地で、姫路市等の地元は経済効果や優秀と言われる人材が集まっ

てくることを期待していたと思うが、居住に関しては、期待通りにならなかったというこ

とだ。 

水野： 工業団地等とセットで就労の場を計画することは良くあるが、居住につながらない。実
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際にそこで働いている人は別のところから通ってきていて、その一方、NTの人は都心に通

勤している。この形が崩せない。西神 NTも三田神戸国際公園都市も然りであろう。 

浜津： 職住の考え方、海外の人には通勤時間を短くし、プライベートの時間を確保するという

意向があるのではないか。日本人は根本的にそこが異なる。 

三安： 三田にも外国人居住者が増えてきて、工業団地で働く人も増えていると聞いている。い

い方向であると思うが、政策効果なのか、他の要因なのかはわからない。 

水野： 猪名川町は NT をいくつか作ってきたが、最近になって NT の隣に大規模な産業団地が出

来ることになった。そこは NT第二期としていたところを物流拠点に転換したということで

ある。産業団地が出来たら、NTにもっと住宅が必要でないかという人がいる一方、空き家

があるので今のままで大丈夫という人もいる。三田の例からも就労の場と居住のつながり

に期待が持てるかもしれない。 

小規模なコワーキングスペースのような働き方も NTで議論されているし、産業団地とつ

ながる働き方もある。いろいろな就労の形態と NTを検証していくこともありだ。 

〇オールド NT再設計のエネルギー、キーワードについて 

三好： NTを作ってきた 50年代、60年代、70年代にはそれぞれの社会背景があった。現代はそ

の社会背景が大きく変わっている時代で、人口減、ITなど、百年後から見たら明治維新に

匹敵するという人がいるくらいである。 

 言い換えれば、ストック社会で既設 NTの再設計ができるかどうか、ということが課題で

あろう。働き方改革、ワークライフバランス、コ・ワーキングなどの考え方が再設計のエ

ンジンになり得ると思う。

三田のウッディタウンとテクノパークの場合、先に住宅地が出来ていたから居住者は都

心で働いた。先行開発が上手くいったため第二テクノに着手したという経緯だ。彩都はラ

イフサイエンスパークを住宅地と並行してつくっている。

これからの再設計はどういう価値観で見直すのか、再設計のエンジンとなる資金も含め

たエネルギーをどこからよんでくるか、ということを構造的に考えないと説得力がないだ

ろう。こうした議論も取りいれていく。 

 また、NT が外からエネルギーを入れるには若い人の導入が必要。若い人に選ばれるため

には、NT を含む生活圏に魅力があることが大事だ。明舞団地の場合でも、団地そのものの

魅力というより、団地を含む地域の魅力をアピールすることが重要である。泉北も同じで、

NT に住むというより大阪の南の辺りで家を探したら泉北 NT があった、ということではな

いだろうか。こういう地域の魅力づくりは住民だけで出来ることではなく、産官学民の連

携が必要である。 

三安： 三田でも行政がいろいろ努力している。日本で最初にビールを開発した三田出身の川本

幸民をアピールしてイベント等を展開している。 
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三好： 本研究会のアウトプットのひとつに新しい行政のあり方がある。従来型の仕組みではな

くて、コ・ワークスペースで公務員として働いてもらうなど、副業、兼業、週１公務員な

どの働き方で NT 再生に関与してもらうことが考えられよう。 

「オールドニュータウン再生に向けての状況把握項目案」表に戻ると、縦軸は細項目に

分けるのでなく、今日でてきたキーワードも加えて、大項目位でまとめていこうと考えて

いる。重複しているものは、二つ書いていいと考えている。 

 キーワードは、多国籍共生の仕組み、多世代、ストック時代の NTの再設計。さらに、低

密度での再編に関して、となりの土地が空いたら菜園にするなど、簡単な発想だが、具体

性のある提言が出来ればと思う。建築や都市計画の分野の検討課題を明確に位置づけるこ

とも行いたい。 

〇入手資料について 

浜津： 「オールドニュータウン再整備に向けた調査等業務」報告書（H28 国土交通省近畿地方

整備局）を入手した。報告書の趣旨は、NT再生に当たってはハードも然り、ソフトも然り

で補助制度を使っていこうということだ。対象地域は、近畿地方整備局管内なので福井が

含まれている。 

【その他】 

次回 ： 小南正雄氏（前兵庫県住宅供給公社理事長）をお招きした勉強会 

（日程 6/10（月）13：30～） 

以 上 
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【資　料】
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近畿地方のニュータウンの状況 

１．圏域と主要駅所要時間 ······················································ 2 

２．府県別ニュータウン数 ······················································ 4 

３．事業開始年度 ······························································ 5 

①事業開始年度の府県内訳 ···················································· 5

②府県別事業開始年度 ························································ 6

③事業開始年度と施工面積 ···················································· 7

４．事業主体と事業手法 ························································ 8
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国土交通省は、日本におけるニュータウンを以下の条件を満たす住宅地として開発された地域

と定義している。

〇1955 年度（昭和 30 年度）以降に着手された事業。 
〇計画戸数 1,000 戸以上又は計画人口 3,000 人以上の増加を計画した事業で、地区面積 16ha
以上のもの。

〇郊外での開発事業（事業開始時に人口集中地区（DID）外であった事業）。 
「全国のニュータウンリスト」（平成 30 年度作成）（国土交通省土地総合情報ライブラリー）によ

ると、近畿圏（三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）にはニュータウ

ンが 332 件ある。その状況を以下にまとめる。

１．圏域と主要駅所要時間 

・大阪市役所を中心とする同心円を地図上に描くと、30km 圏域には、大阪府外の主要都市では

神戸市、奈良市の県庁所在都市がある。

・30km～50km 圏域には京都市、大津市、明石市などが位置する。

・50km～70km には、和歌山市、加古川市、名張市、伊賀市などが位置する。

図 大阪市（大阪市役所）を中心とする圏域 

■ 
■ 

30km 
50km 

70km 

●
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・各鉄道ターミナル駅と主要駅間の所要時間は

大阪市からの距離が 50km を超える伊賀、名

張、JR 和歌山は、鉄道所要時間を 60 分を超

える。

・一方、JR 東海道線沿線の都市の場合、50km
を超える都市でも、鉄道所要時間は 60 分以内

におさまる。 

ターミナルからの所要時間（分）

鉄道 ターミナル 目的駅
所用時間

(分）
距離
（km）

手段

草津 50 65.0
大津 39 52.8
京都 29 42.8
五位堂 25 27.1
名張 71 67.2
伊賀神戸 83 75.5
和泉中央 31 27.7 区間急行
河内長野 27 27.3
三日市町 30 29
美加の台 32 30.6
林間田園都市 43 39.2

JR 天王寺 JR和歌山 72 61.3 快速
南海本線 難波 和歌山市 59 64.2 特急

姫路 62 95.5
加古川 52 72.2
明石 37 52.5
三宮 21 30.6
三田 40 41.4 快速

阪急・能勢電鉄 梅田 日生中央 44 28 急行等
　注）環状線内側のターミナル駅からの所要時間（有料特急は除く）。

　Yahoo路線検索による。

南海高野線 難波

近鉄

JR

JR 大阪

大阪上本町

新快速

大阪

急行

急行

新快速

●

30km 
50km 

70km 

■JR和歌山

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■日生中央■

■ 

■ 

■ 

● 

■ 

● 

● 

● 

凡例

■
■
■

●

60分以上

40分～60分未満

30分～40分未満

30分未満

所要時間(分）

図 圏域と各鉄道ターミナル駅・主要駅間の所要時間 
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・河内長野、三日市町、美加の台などは、所用時間 30 分程度にも関わらず、住宅団地の諸問題を

抱えるエリアとして知られている。

２．府県別ニュータウン数 

・府県別では兵庫県がもっとも多く、近畿圏全体 332 件のうち 115 件（33.4%）を占め、そのう

ち約半数の 59 件（全体の 17.7％）は神戸市に位置する。

・兵庫県に次いで多いのは大阪府の 77 件、三重県 47 件と続く。

府県別ニュータウン数
府県 件数 ％

三重県 47 14.2%
滋賀県 20 6.0%
京都府 31 9.3%
大阪府 77 23.2%
兵庫県 116 34.9%
　兵庫県（神戸市除く） 57 17.2%
　神戸市 59 17.8%
奈良県 32 9.6%
和歌山県 9 2.7%

合計 332 100.0%

兵庫県：116（34.9％）。明石・
舞子、西舞子は兵庫県(神戸
市除く)にカウントした。

備考
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３．事業開始年度 

①事業開始年度の府県内訳

・事業開始年度（1955 年度~2008 年度）を見ると、全体 328 件（不明 4 件除く）の約半数 167
件が 70 年代前半の第一次オイルショック以前に事業開始している。

・60 年代および 70 年代前半までは大阪府および神戸市での事業開始件数が多く、高度成長期に

都心への人口集中が著しかった地域で NT 開発が盛んであったことがわかる。

・80 年代後半から 90 年代初頭にかけてのバブル期には地価が高騰し、住宅地の遠郊外化が進ん

だ＊。この期間、開発は沈静化し、三重県および京都府等で事業開始割合が増したことが目立つ。

 

大阪府 

神戸市 

三重県 

奈良県 

高度成長期 

1960～1973 

●1973年

第一次

石油危機

●1979年

ｲﾗﾝ革命

第二次

石油危機

バブル期 

86.12～91.2 

兵庫県 

滋賀県 

京都府 

＊1980 年代初頭、京都府亀山市で茨木台 NT（亀岡市見立地

区）が開発された。大阪府茨木市側は市街化調整区域であ

るため、亀岡市側に開発したとの経緯がある。開発事業者

が茨木市への道路を建設するとしていたが、倒産し不履行

となった。交通手段は以下。

・阪急京都線茨木市駅よりバス約 50 分、徒歩約 20 分

・大阪モノレール彩都西駅

・JR 嵯峨野線亀岡駅
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②府県別事業開始年度

・府県別では、滋賀県ではニュータウンの 7 割は 70 年代前半までに事業開始しており、90 年代

以降の事業は見られない。

・ 他に 70 年代前半までの事業開始の割合が半数を超えるのはは神戸市（65.5％）、大阪府（61.1％）、

兵庫県（神戸市除く、50.1％）で、前図結果を裏付けている。

・逆に、90 年代以降の開発割合が２割を超える県は、和歌山県（33.3％）、奈良県（25.0％）、三

重県（23.4％）である（和歌山県は件数 9 件であることに注意）。

  府県別事業開始年度 事業開始
年度

全体
n=328

三重県
n=47

滋賀県
n=20

京都府
n=31

大阪府
n=77

兵庫県 n=57
（除：神戸市）

神戸市
n=58

奈良県
n=32

和歌山県
n=9

50年代
(55-)

7 1 0 0 3 1 2 0 0

60年代 61 4 1 7 19 11 15 4 0

70年代前
半（70-
74）

99 8 13 4 25 17 21 9 2

70年代後
半（75-
79）

36 7 1 4 7 5 5 5 2

80年代 80 16 5 10 14 15 12 6 2

90年代 35 7 0 3 8 5 2 7 3

2000-
2008年

10 3 0 1 1 3 1 1 0

合計 328 46 20 29 77 57 58 32 9

不明 4 1 0 2 0 0 1 0 0

総合計 332 47 20 31 77 57 59 32 9

50年代
(55-)

2.1% 2.2% 0.0% 0.0% 3.9% 1.8% 3.4% 0.0% 0.0%

60年代 18.6% 8.7% 5.0% 24.1% 24.7% 19.3% 25.9% 12.5% 0.0%

70年代前
半（70-
74）

30.2% 17.4% 65.0% 13.8% 32.5% 29.8% 36.2% 28.1% 22.2%

70年代後
半（75-
79）

11.0% 15.2% 5.0% 13.8% 9.1% 8.8% 8.6% 15.6% 22.2%

80年代 24.4% 34.8% 25.0% 34.5% 18.2% 26.3% 20.7% 18.8% 22.2%

90年代 10.7% 15.2% 0.0% 10.3% 10.4% 8.8% 3.4% 21.9% 33.3%

2000-
2008年

3.0% 6.5% 0.0% 3.4% 1.3% 5.3% 1.7% 3.1% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

70 年代前半 70 年代後半 80 年代 60 年代 90 年代 
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③事業開始年度と施工面積

・近畿圏のニュータウン 332 件のうち、約 70％は 100ha 未満の開発で、その内の半数は 50ha
未満の開発である。

・残り約 30％は 100ha 以上の開発となっている。

・事業開始年度と施工面積の関係をみると、

1960 年代の千里ニュータウン、泉北ニュ

ータウンをはじめとして、70 年代前半ま

では 500ha 前後の大規模な開発が見られ

たが、70 年代後半以降、施工面積は縮小

の傾向にある（但し、播磨科学公園都市

を除く）。

・参考までに、施工面積と計画戸数の散布

図を見ると、明瞭な正比例関係がみえ、

泉北ニュータウン、千里ニュータウンの

巨大さがわかる。

注）「ひょうご情報公園都市」は NT リスト 
に含まれるが、実質は産業団地。

開発面積 件数 ％

30ha未満 30 9.0%
30ha～50ha未満 81 24.4%
50ha～70ha未満 62 18.7%
70ha～100ha未満 60 18.1%
100ha～150ha未満 43 13.0%
150ha～200ha未満 22 6.6%
200ha～300ha未満 20 6.0%
300ha～1000未満 11 3.3%
1000ha以上 3 0.9%
合計 332 100.0%
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<<参考>> 

・播磨科学公園都市の面積は、産業用地等を含む総面積である。当初の計画人口 2.4 万人に対し

平成 29 年夜間人口は約 1,400 人である。

・産業用地への地元企業誘致、サッカー場、県立西播磨総合リハビリセンター等の整備等の土地

利用転換により、交流人口が増大し、県は昼間人口を約 6,000 人と見積もっている。 

  【播磨科学公園都市の状況】 

４．事業主体と事業手法

・事業主体の割合は、府県や市町村など自治体が約 20%を占め、それに公社や都市機構等を合わ

せた公的機関が約 40%を占める。

・民間主体も約 40％を占め、区画整理（個人施行）を併せると半数弱の 47％となる。

出典）播磨科学公園都市まちびらき 20周年記念シンポジウム「播磨科学公園都市 20年のあゆみ」 

SACLA ：X 線自由電子レーザー施設

事業主体 件数 ％
府県 11 3.3%
市町村 52 15.7%
神戸市開発局 3 0.9%
公社 15 4.5%
都市機構 52 15.7%
区画整理（組合） 39 11.7%
区画整理（個人） 26 7.8%
民間 130 39.2%
その他 4 1.2%

合計 332 100.0%
その他（内訳）
　西宮マリーナパークシティ: 県、市、公社、都市機構、民間

　白川台（神戸市）: 白川土地区画整理組合

　須磨ニュータウン: 兵庫県労働者（友が丘）住宅性多雨協同組合

青山（松が丘ネオポリス、三木市）: 民間・共同
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・事業手法は、区画整理が 155 件（46.7％）と最多であり、次点は開発許可 73 件（22.0％）であ

る（なお、区画整理には行政や都市機構によるもの等が含まれる）。

・主な事業手法の主体をみると、開発許可 73 件中 72 件は民間主体で、残 1 件は市町村主体「奈

良坂」（奈良市）であった。

・区画整理（155 件）の事業主体は、府 1
件「水と緑の健康都市」（大阪府）、市町

村（35 件）、都市機構（37 件）、公社（2
件）などの公的機関が約半数を占める。 

事業手法 件数 ％ 備考
一団地 7 2.1%
開発許可 73 22.0%
開発許可・旧住造法 4 1.2%
開発許可・区画整理 1 0.3% 大藪町（彦根市）
旧住造法等 25 7.5%
区画整理 155 46.7%
区画整理・公的一般 1 0.3% 上野新都市（ゆめぽりす伊賀）

公的一般 21 6.3%
新住 18 5.4%
新住・一団地 1 0.3% 千里NT
新住・公的一般 1 0.3% 泉北NT
その他 25 7.5%

合計 332 100.0%

区画整理の事業主体
事業主体 件数 ％

府・市町村 36 23.2%

都市機構 37 23.9%

公社 2 1.3%

組合 39 25.2%

個人 26 16.8%

民間等 15 9.7%

合計 155 100.0%

旧住造法：旧「住宅地造成事業に関する法律」（S39 制定）。昭和 44 年都市計画法の制定に伴い廃止。 
旧住造法認可区域内の開発は、現市街化調整区域内のものもあり、その取扱いは自治体に

より異なるのが実情。
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第２回研究会 兵庫県におけるオールド・ニュータウンの再生の取り組み 

（事例調査①） 
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第２回研究会（勉強会） 

日  時 令和元年６月 10 日（月） 13：30 ～ 15：30 

場  所 武庫川女子大学 H3-311 セミナー室 

議事次第 

開会（事務局） 13：30 

（1） ご挨拶・講師ご紹介等（三好先生） 13：30～13：35 

（2） ミニ講演 (仮)ニュータウン再生についての個人的思い 13：35～14：40 

 講師：前 兵庫県住宅供給公社理事長 小南 正雄 氏 

（現 学校法人武庫川学院 施設部施設課主幹） 

（3） 意見交換 14：40～15：20 

（4） その他（今後の予定等）

閉 会 15：30 

以 上 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第２回研究会（勉強会）記録 

日 時：令和元年 6月 10日（月） 13：30 ～ 15：30 

場 所：武庫川女子大学 H3-311セミナー室 

テーマ：兵庫県におけるオールド・ニュータウンの再生の取組

出席者： 

＜講師＞  学校法人武庫川学院 武庫川女子大学 施設部施設課 主幹 小南 正雄 氏 

（前）兵庫県住宅供給公社理事長 

＜委員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

  水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

  伊丹 康二 武庫川女子大学 准教授 

  松原 茂樹 大阪大学大学院 准教授 

＜オブザーバー＞  兎本 華捺 武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

＜事務局＞ 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

・兵庫県におけるオールド・ニュータウンの再生の取組
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【入手資料】 
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第1章 ニュ ー タウンの特徴

く県下の大規模ニュ ー タウンの開発概妻(86地区）＞ （ーは不明）

: 
籍行 事彙 事婁 入居

団地内人口
詈

麓行 事集 事彙 入居
団地内人口

地区名 所在地 面積 開始 完了 開始
【H四国謂I

号
地区名 所在地 面積 開始 完了 開始

【H22国謂J
(ho) （人） (ha) （人）

1 渦森台 神戸市東瀑区 38 S36 S50 S45 3,3B7 45岩岡 神戸市西区 Ill S49 S62 S58 7,323 

2 六甲アイランド 神戸市東瀾区 131 S58 S62 S63 17,676 46学園都市 神戸市西区 303 S55 H22 S60 18,657 

3 n 甲 神戸市灘区 40 S34 S50 S43 4,144 47北別府 神戸市西区 63 S49 S59 S58 5,564 

4 ボートアイランド 神戸市中央区 120 S41 S55 S55 14.364 48北山台・冨士見が丘 神戸市西区 48 - S48 4,338 

5 泉台 神戸市北区 70 S45 S52 S46 5,917 49月が丘・美穂が丘 神戸市西区 85 S44 H20 S47 5,596 

6 大池 神戸市北区 50 - S39 7,023 50西神中央 神戸市西区 634 S46 H24 S57 49,034 
- -

7 興人山の街 神戸市北区 171 S44 S62 S48 14.465 51西神住宅第2(西神南） 神戸市西区 415 S55 H27 HS 28.400 
ト―

8 北五葉・南五葉 神戸市北区 143 S39 S44 S45 13,699 52田中 神戸市西区 31 S58 H7 2,728 

9 君影町 神戸市北区 35 S41 S44 S46 4,346 53名塩 西宮市 241 S53 H22 HJ 6,679 

10北鈴蘭台 神戸市北区 117 S45 S58 S45 10,338 54北六甲台 西宮市 Bl S53 S61 5,568 

11花山 神戸市北区 62 S48 S57 S51 5,106 55上山口丸山 西宮市 65 S61 HB 2,787 

12星和台 神戸市北区 129 S4S S53 S47 8,430 56武庫JI! 西宮市 55 S49 S58 S54 21,353 

13ひよどり台 神戸市北区 110 545 S51 S50 7,337 57西宮マリナパークシティ 西宮市 31 S46 H9 7,614 

14箕谷 神戸市北区 31 S47 550 S49 2,096 58浜甲子園 西宮市 34 S36 S39 S37 5.767 

15有野台 神戸市北区 142 S41 SSJ S45 11,197 59芦屋浜 芦屋市 126 S44 S63 S54 13,346 

16唐櫃 神戸市北区 56 S39 S54 S41 4,815 60南芦屋浜 芦屋市 126 S46 HZ6 H9 4,293 

17麿子台 神戸市北区 221 S54 H12 H3 10,388 61阪急宝塚山手台 宝塚市 189 S61 H29 HS 3,793 

18藤原台 神戸市北区 281 S52 HII S60 16,320 62中山台ニュータウン 宝塚市 220 S44 S61 S45 13,495 

19星和八多 神戸市北区 41 S56 HS 3,337 63 ラ・ビスタ宝塚 宝塚市 45 S58 H2 H2 7,948 

20阪神花山 神戸市北区 39 S62 H4 2,185 64大和団地 川西市 173 S41 S51 S43 10,917 

21 岡場 神戸市北区 45 S59 HII 2,800 65多田グリーンハイツ 川西市 230 S40 H4 S42 14,091 

22山の街ニュータウン 神戸市北区 158 S57 H3 12,709 66清和台 川西市 172 S43 S54 S45 13,175 

23赤松台・上津台 神戸市北区 277 S63 H14 4,949 67 11尾山けやき坂 川西市 131 S51 HS S59 5.453 

24新南鈴聞台 神戸市北区 34 S56 HJ 2,169 68藤ヶ丘 川西市 42 S45 S52 S48 3,076 

25高倉台 神戸市須磨区 96 S36 S58 S48 7,521 69萩原台 川西市 49 S45 S52 S47 3,582 

26名谷 神戸市須磨区 276 S44 $56 S50 21.235 70阪急日生ニュータウン 川西市 255 S45 HIS S50 15,177 
猪名川町

27落合 神戸市須磨区 246 S4B S53 S53 25,100 71 北摂三111フラワータウン 三田市 337 S46 H26 S57 22,904 

28白/II台 神戸市須磨区 68 S41 S45 S45 9,983 72北摂三田ウッデイタウン 三田市 587 S48 H20 S62 30,678 
f-

29北須磨 神戸市須磨区 76 S39 S52 S42 5,658 73北摂三田カルチャータウン 三田市 150 S46 H26 H4 2,469 

30東白川台 神戸市須鵡区 32 S55 558 S58 2,947 74つつじが丘 三田市 96 S62 H2 S63 7,201 

31横尾 神戸市須磨区 142 S46 HB S54 8,789 75猪名川パークタウン1期 猪名） II町 215 S55 HB S61 10.198 

32若草町 神戸市須磨区 24 S48 S52 S50 2,096 76つつじが丘住宅地 猪名川町 90 S6J HIS HS 5,059 

33ジェームス山 神戸市垂水区 95 → S48 9,506 77大久保東 明石市 109 S44 S51 9,693 

34算子台 神戸市垂水区 46 S32 S35 S35 10.508 78緑が丘 三木市 136 S45 S51 S46 9,392 

神戸市蚕水区35明鐸
匹窟

197 S35 S47 S39 21.412 79青山 三木市 181 S58 HI S60 6,123 

36多聞台 神戸市垂水区 45 SJB S40 S39 4、 192 80自由が丘 三木市 230 S40 S55 16,623 

37つつじが丘 神戸市呈水区 55 S51 S59 S54 4,427 81 ひょうご情報公園都市 三木市 390 HIO HJ5 ゜

38 新多聞 神戸市垂水区 197 S46 S53 S49 21.172 82育ヶ丘団地 小野市 36 S45 S59 3,038 

39桃山台 神戸市蚕水区 57 S49 S60 S54 6,556 83南山 加東市 159 H3 H20 873 

40算多閏 神戸市垂水区 108 H14 H25 945 84上都ネオポリス 上郡町 53 S47 S58 S48 2,681 

41 学園緑ヶ丘 神戸市垂水区 57 S59 S60 4,320 85播磨科学公園都市
たつの市 2,010 S60 叫 H9 1,497 

上邸町佐用町

42西神戸ニュータウン 神戸市西区 175 S45 H7 S50 11.866 86兵庫ニュータウン（住吉台） 篠山市 53 S46 S63 S56 2.870 

43池上 神戸市西区 143 S49 S61 S58 14,165 

;1// 合計 13.648 807,817 

44玉津・出合 神戸市西区 185 S40 S51 S48 14,569 
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県
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
再

生
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

概
要

(1
/

2
)

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
目

的

0
高

度
経

済
成

長
期

の
都

市
部

へ
の

人
口

流
入

に
対

し
て

、
郊

外
に

開
発

さ
れ

た
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
で

は
、

急
激

な
人

口
減

少
、

少
子

・
高

齢
化

、
施

設
の

老
朽

化
、

近
隣

セ
ン

タ
ー

等
の

衰
退

、
空

き
家

・
空

き
地

の
増

加
等

が
懸

念
さ

れ
て

い
ま

す
。

0
こ

う
し

た
状

況
の

中
、

地
域

住
民

が
主

体
と

な
り

、
行

政
や

民
間

事
業

者
と

連
携

し
、

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

の
再

生
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
0

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
地

域
住

民
自

ら
が

団
地

の
課

題
を

把
握

し
、

目
指

す
べ

き
姿

を
考

え
な

が
ら

、
市

町
や

民
間

事
業

者
と

連
携

し
て

再
生

に
向

け
た

取
組

が
始

め
ら

れ
る

よ
う

、
プ

ロ
セ

ス
や

合
意

形
成

の
手

法
、

参
考

と
な

る
取

組
事

例
や

行
政

の
支

援
策

を
示

し
、

再
生

の
取

組
を

進
め

る
際

の
よ

り
ど

こ
ろ

と
し

て
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

2
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
と

新
た

な
課

題
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後
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市

町
と
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連

携
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も
と

、
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ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
普

及
を

図
り

、
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
再

生
の

取
組

を
支

援
：

i
し

て
い
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ま

す
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---
---
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1
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

特
徴

1
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

開
発

経
緯

と
特

微
•高

度
経

済
成

長
期

の
都

市
部

へ
の

人
口

流
入

の
受

皿
と

し
て

開
発

・
計

画
的

開
発

に
よ

り
公

共
施

設
等

が
整

っ
た

閑
静

な
住

宅
街

・
広

い
区

画
、

豊
か

な
自

然
環

境
、

起
伏

に
富

ん
だ

地
形

が
特

徴

2 
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

状
況

・
県

下
の

大
規

模
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
は

8
6団

地
（

神
戸

市
内

が
約

半
数

）
・

公
的

開
発

が
約

半
数

、
人

ロ
・

規
模

は
市

街
化

区
域

の
約

2
割

を
占

め
て

い
る

・
開

発
か

ら
概

ね
30

年
以

上
経

過
し

た
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
で

は
、

人
口

減
少

や
少

子
・高

齢
化

が
顕

著
• 市

町
に

お
け

る
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
再

生
に

向
け

た
政

策
的

な
取

組
は

少
な

い
開

発
か

ら
概ね

30
年

以
上

経過
した

団地
3,

00
0 

2,
50

0 

30
 

2,
32

8 
一

面
積

(h
a)

2,
6

1
8

 

2,
26

1'
 

一
団

地
数

2,
00

0 

1,
50

0 

1,
00

0 

50
0 ゜

明
舞

団
地

①
街

開
き

よ
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ね
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年
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と 年 端

代 の 極 る

世 代 が 偏

親 世 齢 に

ニ
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旦 目 苔 忌 J  

親
子

で
3-

5人
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族
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②
街

開
き

よ
り概

ね
30

~
40

年

1 
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
(1

)
人

口
構

成
、

世
帯

構
成

の
変

化
・

親
世

代
の

高
齢

化
や

子
世

代
の

流
出

に
よ

る
人

口
減

少
・

少
子

高
齢

化
・

フ
ァ

ミ
リ

ー
世

帯
か

ら
単

身
世

帯
ま

で
世

帯
構

成
が

多
様

化
(2

)
郊

外
需

要
の

低
下

と
住

宅
需

要
の

多
様

化
•都

心
回

帰
に

伴
う

郊
外

需
要

の
低

下
•新

築
か

ら
中

古
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

ま
で

住
宅

需
要

が
多

様
化

・
地

域
の

活
力

や
価

値
を

向
上

さ
せ

る
エリ

了マ
ネシ

--;.
ント

活
動

の
芽

生
え

(3
)

交
通

需
要

や
移

動
手

段
の

変
化

・
通

勤
者

の
減

少
等

に
よ

る
公

共
交

通
需

要
が

低
下

・
公

共
交

通
以

外
の

移
動

手
段

の
進

展
(4

)
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

や
価

値
観

の
多

様
化

・
共

働
き

世
帯

の
増

加
に

よ
る

子
育

て
支

援
ニ

ー
ズ

の
増

大
・

高
齢

期
の

新
た

な
住

ま
い

方
の

提
案

(C
C

R
C

構
想

）
·
I

C
T

に
よ

る
情

報
発

信
や

場
所

と
時

間
に

と
ら

わ
れ

な
い

働
き

方
・

大
型

商
業

施
設

の
出

店
等

の
購

買
方

法
の

多
様

化
に

よ
る

地
域

商
店

等
の

衰
退

2 
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

新
た

な
課

題
(1

)
地

域
活

力
の

維
持

·
向

上
・

元
気

高
齢

者
を

は
じ

め
と

す
る

新
た

な
担

い
手

の
発

掘
(2

)
様

々
な

世
帯

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
住

ま
い

の
供

給
・

若
年

世
帯

に
魅

力
的

な
住

ま
い

の
提

供
・

高
齢

世
帯

と
住

ま
い

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

の
解

消
・

一
定

年
数

経
過

し
た

住
宅

の
更

新
や

空
き

家
等

の
活

用
(3

)
若

年
か

ら
高

齢
世

帯
ま

で
も

が
暮

ら
し

や
す

い
生

活
環

境
の

創
出

・
交

通
利

便
の

確
保

、
身

近
な

雇
用

環
境

や
生

活
利

便
施

設
の

確
保

・
施

設
の

老
朽

化
・

商
業

地
の

衰
退

へ
の

対
応

(4
)

子
育

て
世

帯
の

流
入

を
促

す
子

育
て

環
境

の
さ

ら
な

る
充

実
・

子
育

て
・

教
育

環
境

の
充

実
・

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
を

可
能

と
す

る
環

境
の

整
備

高齢
単

身 ・
夫婦

世
帯が
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広
い

住
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に
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住
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ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

の
人

口
構

成
資料

：平
成

22
年

3月
国

土交
通省

「人
口減

少
社

会
に

お
け

る郊
外

住
宅

団
地

等
の

再
生 ・

転換
方

策
の

検
討

に
関

す
る調

査
報

告
書

」
人

ロ
・高

齢
化

率
の

推移
（川

西
市

大
和

団
地

）

-
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11
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10
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の
高

身 加
単 増

ご 配
齢 ら 進高 か の: 身 加 失

5 単 増 滅年 i .o f •  

巴 暉 一 デ � � |． ． ． ． ． ． ．  

一

ね 5
• • • • •  

し �

概 ば
り

1 L : 1 ェ

世
帯

分
離

に
よ

り
親

二
人

へ
高齢

夫婦
世帯

の増
加

3
団

地
再

生
の

必
要

性
と

目
指

す
べ

き
方

向
性

1 
団

地
再

生
の

必
要

性
①

良
好

な
住

宅
地

で
あ

り
次

世
代

へ
の

財
産

②
少

子
高

齢
化

の
進

展
に

よ
る

急
激

な
衰

退
化

が
懸

念
③

地
域

活
力

の
あ

る
う

ち
に

再
生

へ
の

着
手

が
必

要
2 

再
生

の
方

向
性

①
住

み
た

く
な

る
、

交
流

し
た

く
な

る
「

ま
ち

の
魅

力
」

の
創

出
②

若
年

世
帯

（
新

婚
・

子
育

て
世

帯
等

）
の

呼
び

込
み

③
高

齢
期

に
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

住
環

境
の

整
備

3 
団

地
再

生
の

担
い

手
と

な
る

主
体

【地
域

組
織

等
】

自
治

会
、

商
店

街
、

社
会

福
祉

協
議

会
、

NP
O

等
【民

間
事

業
者

】
鉄

道
、

バ
ス

、
住

宅
、

小
売

店
舗

等
※

公
的

賃
貸

住
宅

を
管

理
す

る
住

宅
供

給
公

社
、

U
R

都
市

機
構

政
】

市
町

・
県

【行

く
団

地
再

生
の

主
体

と
役

割
分

担
＞

�
-

地
域

緯
織

・団
体

（胃
生

の
中

心
）

（地
誠

内
の

取
繰

冥籠
）

，
 

民
間

事
業

者
（ビ

ジネ
ス ・

社会
貢献

）
（遍

営
ノウ

ハウ
の

撮
供

）
... 

ヽ

行
政

（コ
ー

デ
ィネ

ー
ト

）
（団

地
再

生
の

基
本

方
針

の
籟

定
）
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兵
庫

県
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
再

生
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

概
要

(
2/

2)

4
団

地
再

生
の

進
め

方
県

及
び

市
町

の
主

な
支

援
施

策

団
地

の
現

状
を

知
り

、
強

み
と

弱
み

を
発

見
す

る
①

団
地

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

把
握

す
る

（収
集

情
報

）
立

地
状

況
、

人
口

•
世

帯
、

住
宅

・
施

設
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
住

民
意

向
等

（収
集

方
法

）
統

計
調

査
結

果
、

ア
ン

ケ
ー

ト
・ヒ

ア
リ

ン
グ

、
実

態
調

査
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

②
「強

み
」

と
「

弱
み

」
を

発
見

す
る

「団
地

カ
ル

テ
」

の
活

用
に

よ
り

、
団

地
を

客
観

的
に

捉
え

、
再

生
の

方
向

性
を

見
極

め
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（イ

メ
ー

ジ
）

i
く

団
地

カ
ル

テ
に

つ
い

て
＞

•
—
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

地
域

住
民

等
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

に
よ

り
再

生
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
際

に
情

報
を

共
有

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

（カ
ル

テ
の

内
容

）
・

立
地

状
況

（公
共

交
通

、
生

活
利

便
施

設
の

立
地

等
）

・
人

ロ
・ 世

帯
の

状
況

（年
齢

層
、

転
入

・転
出

者
等

）
・

住
宅

の
状

況
（住

宅
種

別
、

空
き

家
の

状
況

等
）

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

状
況

（地
域

活
動

の
状

況
等

）
・

団
地

の
評

価
（強

み
・

弱
み

）
（買

物
、

教
育

、
医

療
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
評

価
等

）
l__

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

___
___

 

将
来

の
姿

を
想

像
し

、
や

る
ぺ

き
こ

と
を

考
え

る
①

 10
年

先
を

見
据

え
て

将
来

の
姿

（ビ
ジ

ョ
ン

）
を

描
く

（目
標

）
住

み
た

く
な

る
、

交
流

し
た

く
な

る
「

ま
ち

の
魅

力
」

の
創

出
若

年
世

帯
（新

婚
・

子
育

て
世

帯
等

）
の

呼
び

込
み

高
齢

期
に

も
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
住

環
境

の
整

備
②

目
標

の
実

現
に

向
け

た
取

組
方

針
を

設
定

す
る

主
な

視
点

取
組

方
針

地
域

カ
・地

域
を

育
て

る
多

様
な

担
い

手
の

確
保

(
NP

O、
大

学
、元

気
高

齢
者

等
）

•高
齢

期
を

い
き

い
き

と
過

ご
す

た
め

の
住

宅
の

確
保

住
ま

い
・若

年
世

帯
の

志
向

を
捉

え
た

住
ま

い
方

の
提

案
•空

き
家

・
空

き
地

の
適

正
な

管
理

及
び

活
用

・地
域

の
交

流
拠

点
の

創
出

（商
業

施
設

誘
致

、
文

化
活

動
拠

点
等

）
生

活
環

境
・地

域
住

民
の

日
常

を
支

え
る

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
•新

た
な

雇
用

・
ビ

ジ
ネ

ス
の

場
の

創
出

子
育

て
・
教

育
・子

育
て

世
帯

に
優

し
い

住
ま

い
や

教
育

環
境

の
充

実

郊
外

地
環

境
・郊

外
な

ら
で

は
の

環
境

の
保

全
・

創
出

•
安

心
•

安
全

な
住

宅
地

の
形

成

で
き

る
取

組
か

ら
始

め
て

み
る

①
取

組
方

針
に

沿
っ

て
、

具
体

的
な

取
組

を
選

択
す

る
•

取
組

メ
ニ

ュ
ー

例
を

参
考

に
取

組
を

検
討

す
る

②
実

施
に

必
要

な
事

項
の

確
認

•
実

施
主

体
の

確
保

、
対

象
ニ

ー
ズ

の
確

認
、

費
用

の
確

保
③

検
討

結
果

の
取

り
ま

と
め

と
取

組
実

施
後

の
評

価
・

検
証

【取
り

ま
と

め
】

団
地

の
強

み
・

弱
み

の
整

理
、

目
標

と
取

組
方

針
、

実
施

す
る

取
組

及
び

関
係

主
体

・
役

割
分

担
【評

価
・

検
証

】
P

D
CA

サ
イ

ク
ル

の
実

施
に

よ
る

評
価

と
検

証

P
L

A
N

(
tt

●
) 

地
域

住
民

・
組

織
、

行
政

、
民

間
事

業
者

が
連

携
し

｀
団

地
再

生
の

目
標

や
取

組
方

針
を

設
定

し
、

再
生

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

D
 

O
 

(寓
行

）
人

的
・

物
的

な
地

域
資

源
や

団
地

の
強

み
を

活
か

し
、計

画
に

沿
っ

た
、様

々
な

取
組

を
実

行
す

る

A
C

 
T

 
(讀

●
）

評
価

・
分

析
結

果
を

踏
ま

え
、

見
直

し
や

改
善

、
新

た
な

取
組

を
実

施
す

る

C
H

E
C

K
(

W
●

） 
取

組
の

進
捗

・
成

果
を

評
価

・

分
析

し
、取

組
の

効
果

を
確

認
す

る

2
 

団
地

再
生

を
進

め
る

た
め

の
体

制
の

構
築

(1
)

推
進

体
制

の
構

築
•

関
係

主
体

が
合

意
形

成
を

図
る

た
め

の
体

制
は

必
須

・自
治

会
等

の
既

存
組

織
の

活
用

や
新

た
な

組
織

の
構

築
が

必
要

・
組

織
に

は
、

透
明

性
、

実
行

力
、

柔
軟

性
が

必
要

(2
)

合
意

形
成

の
進

め
方

く
合

意
形

成
の

主
な

手
法

＞

①
会

合
・

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

②
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

③
全

体
会

識
・

総
会

④
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

⑤
事

例
見

学
会

【ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

の
再

生
に

活
用

で
き

る
施

策
】

※
の

事
業

は
、

神
戸

市
、

尼
崎

市
、

西
宮

市
、

姫
路

市
の

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

を
除

く
（た

だ
し

、
明

舞
団

地
は

対
象

）

0
再

生
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
派

遣
事

業
※

再
生

の
機

運
団

地
再

生
へ

の
機

運
を

高
め

る
た

め
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
派

遣

づ
＜
 

り
0

再
生

計画
策

定
等

支
援

事
業

※

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
行

い
団

地
再

生
へ

向
け

た
検

討
や

計
画

策
定

を
支

援
す

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
派

遣

地
域

力
の

向
上

0
域

学
連

携
促

進
事

業
※

大
学

や
高

校
等

が
住

民
と

連
携

し
て

再
生

方
策

の
提

案
や

地
域

活
動

を
す

る
場

合
の

経
費

を
補

助
等

0
転

入
者

住
宅

改
修

工
事

利
子

補
給

事
業

※

住
ま

い
の

確
保

団
地

へ
の

転
入

者
が

、
既

存
住

宅
を

取
得

し
て

改
修

す
る

際
に

利
用

す
る

ロ
ー

ン
に

対
す

る
利

子
補

給

の
支

援
0

高
齢

者
住

み
替

え
支

援
事

業
※

高
齢

者
が

、
現

に
居

住
し

て
い

る
住

宅
を

改
修

し
、

若
年

世
帯

等
に

賃
貸

す
る

場
合

に
改

修
費

を
補

助
等

0
空

き
家

活
用

支
援

事
業

※

一
戸

建
て

の
空

き
家

を
住

宅
・

事
業

所
・

地
域

交
流

拠
点

と
し

て
活

用
す

る
た

め
の

改
修

費
等

を
補

助

生
活

環
境

の
0

ふ
る

さ
と

起
業

·
移

転
促

進
事

業

充
実

県
内

で
起

業
す

る
U

JI
タ

ー
ン

者
等

に
対

し
、

新
規

事
業

開
発

や
新

事
業

展
開

に
係

る
経

費
を

補
助

〇
用

途
地

域
の

見
直

し

弾
力

的
な

土
地

利
用

に
よ

る
賑

わ
い

施
設

の
立

地
誘

導
等

の
た

め
に

用
途

地
域

の
柔

軟
か

つ
適

切
な

見
直

し
等

〇
子

育
て

向
け

賃
貸

住
宅

供
給

支
援

事
業

※

子
育

て
・

教
育

事
業

者
等

が
空

き
家

等
を

新
婚

・
子

育
て

世
帯

向
け

に
賃

貸
す

る
場

合
に

買
取

費
や

改
修

費
を

補
助

環
境

の
充

実
0

地
域

祖
父

母
育

成
モ

デ
ル

事
業

シ
ニ

ア
世

帯
に

よ
る

見
守

り
や

相
談

、
一

時
預

か
り

等
に

よ
る

地
域

に
お

け
る

三
世

代
家

族
の

育
成

の
推

進
等

豊
か

な
環

境
0

県
民

ま
ち

な
み

緑
化

事
業

校
園

庭
・

ひ
ろ

ば
の

芝
生

化
な

ど
の

費
用

を
助

成

づ
＜
 

り
0

防
犯

カ
メ

ラ
の

設
置

補
助

事
業

地
域

団
体

が
行

う
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
に

要
す

る
経

費
を

助
成

等

【上
記

の
ほ

か
、

全
県

的
な

施
策

と
し

て
取

組
を

進
め

る
事

項
】

O
JT

I 
((

一
社

）移
住

・住
み

か
え

支
援

機
構

）
と

の
連

携
強

化
〇

子
育

て
世

帯
が

安
心

し
て

居
住

で
き

る
住

宅
の

認
定

制
度

等
の

検
討

0
金

融
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

住
宅

に
関

連
し

た
新

た
な

金
融

商
品

の
検

討
等

（参
考

）
明

舞
団

地
に

お
け

る
再

生
の

取
組

事
例

セ
ン

タ
ー

地
区

の
商

業
施

設
の

更
新

老
朽

化
し

た
セ

ン
タ

-
-

-
-

·
ー

地
区

の
商

業
施

設
を

、地
城

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

複
合

商
業

施
，

・

設
へ

と
更

新

遊
休

地
へ

の
高

齢
者

施
設

の
誘

致
高

齢
化

に
対

応
す

る
た

め
、

店
齢

者
向

け
住

宅
•

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

を
誘

致

県
営

住
宅

の
建

替
え

と
交

流
拠

点
の

整
備

学
生

に
よ

る
調

査
・
研

究
や

、
地

域
や

自
治

会
と

連
携

し
た

イ
ベ

ン
ト

●
;

を
支

援

リ
ノ

ペ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

住
宅

の
公

開
老

朽
化

し
た

分
譲

マ
ノ、

.
---

•-
-

-

シ
ョ

ン
の

所
有

者
等

を
対

象
と

し
た

住
戸

の
改

修
モ

デ
ル

を
公

開
（

公
社

貨
貸

住
宅

を
使

用
）
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第３回研究会 「ひまわり」の活動：“食”から広がる 

地域のつながり（事例調査②） 
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 3 回研究会（勉強会） 

日  時

場  所

令和元年 7 月 24 日（水） 16：00 ～ 18：00 

明舞団地 みなく―る明舞  

議事次第 

開会（事務局） 16：00 

（1） ご挨拶・講師ご紹介等（三好先生） 16：00～16：05 

（2） ミニ講演 「ひまわりの活動」 16：05～17：00 

 講師： （NPO）ひまわり会 入江 一惠さん 

（3） 意見交換 17：00～17：50 

（4） その他（今後の予定等）

閉 会 18：00 

以 上 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第３回研究会（勉強会）記録 

日 時：令和元年 7月 24日（水） 15：30 ～ 18：30 

場 所：明舞団地 みなくーる明舞 会議室 

テーマ：「ひまわり」の活動

出席者： 

＜講師＞ NPOひまわり会 ふれあいお食事処 明舞ひまわり 理事(前代表) 入 江 一 惠 氏 

  〃       〃      〃     代表 大石 鈴子 氏 

みなく～る明舞    代表 大西 東洋司 氏 

＜委員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

  水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

  伊丹 康二 武庫川女子大学 准教授 

  松原 茂樹 大阪大学大学院 准教授 

＜オブザーバー＞  兎本 華捺  武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

＜事務局＞ 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

・ふれあい食事処ひまわり

・松が丘ふれあいマップ

・食からつながる地域のつながり

・明舞団地まちづくり計画

資-52



【入手資料】 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第４回研究会 これからの在宅医療とまちづくり（事例調査③） 

資-63
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 4 回研究会（勉強会） 

日  時

場  所

令和元年 9 月 19 日（木） 16：00 ～ 18：00 

明舞団地 みなく―る明舞 

議事次第 

開会（事務局） 16：00 

（1） ご挨拶・講師ご紹介等（三好先生） 16：00～16：05 

（2） 講演       16：05～17：00 

「高齢化しているオールドニュータウンでの在宅医療、在宅看護等の必要性と 

実現化に向けてのシナリオ」 

講師：医療法人社団 清水メディカルクリニック 副院長 清水 政克 氏 

（3） 意見交換 17：00～17：50 

（4） その他（今後の予定等）

閉 会 18：00 

以 上 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第４回研究会（勉強会）記録 

日 時：令和元年 9月 19日（木） 15：30 ～ 18：30 

場 所：明舞団地 みなくーる明舞 会議室 

テーマ：「これからの在宅医療とまちづくり」

出席者： 

＜講 師＞ 清水メディカルクリニック 副院長 清水 政克 

＜ゲスト＞ 初田 直哉  合同会社 ハツダ商店 

＜委 員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

  水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

＜オブザーバー＞  兎本 華捺  武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

＜事務局＞ 

 田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

・これからの在宅医療とまちづくり
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

 

第５回研究会 泉北ニュータウンの再生（事例調査④） 
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資-68



 

 

『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 5 回研究会（勉強会） 

 

日  時   令和元年 10 月 17 日（木） 9：00 ～ 12：00 

場  所   ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 第一会議室 

 

 

議事次第 

 

 開会（事務局） 

 

（1） ご挨拶（三好先生） 

 

（2） 「泉北ニュータウン再生について」 

    〇自治体の視点から 

     講師：堺市市長公室ニュータウン地域再生推進担当 理事 岡本康成 氏 

    〇公社の視点から 

講師：大阪府住宅供給公社 常務理事 澤村晋介 氏 

 

（3） 意見交換 

 

（4） その他（今後の予定等） 

 

閉 会 

 

以 上 
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01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

 

第５回研究会（勉強会）記録 

 

 

日 時：令和元年 10 月 17 日（木） 9：00 ～ 12：00 

場 所：㈱ URリンケージ西日本支社 第一会議室 

テーマ：「泉北ニュータウン再生について」 

出席者： 

＜講 師＞ 堺市市長公室 ニュータウン地域再生担当 理事 岡本 康成 

      大阪府住宅供給公社 常務理事 澤村 晋介 

＜委 員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

   水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

伊丹 康二 武庫川女子大学 准教授 

            松原 茂樹 大阪大学大学院 准教授 

＜オブザーバー＞  武庫川女子大学生活環境学科 ３年生 佐藤 澪 

＜事務局＞ 

      田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

   三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

     川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

 

【資 料】 

 ・泉北ニュータウンの再生 

 ・泉北ニュータウンにおける公社の取り組み 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

 

第６回研究会 くるくる明舞（事例調査⑤） 

       ―ライフステージやライフスタイルに合った豊かな住まい方― 

第７回研究会 老朽住宅のリノベーションでのニュータウン再生の可能性 

       （事例調査⑥） 

  

資-71
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 6 回研究会（勉強会） 

日  時

場  所

令和元年 10 月 31 日（木） 10：00 ～ 12：00 

みなくーる明舞 

議事次第 

開会（事務局） 

（1） ご挨拶・講師ご紹介等（三好先生）

（2） 「みなくーる明舞の活動」

講師：ハツダ商店 初田 直哉 氏 

（3） 意見交換

（4） その他

閉 会 

以 上 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第６回研究会（勉強会）記録 

日 時：令和元年 10 月 31 日（木） 10：00 ～ 12：00 

場 所：みなくーる明舞 会議室 

テーマ：「くるくる明舞」について

出席者： 

＜講 師＞ くるくる明舞運営委員会 代表 初田 直哉 氏 （合同会社ハツダ商店） 

＜委 員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

  水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

＜オブザーバー＞ 

  吴向阳   深圳大学 School of Architecture & Urban Planning 副教授 

  丁文磊   大阪大学 建築・都市計画論領域 博士後期課程 

兎本 華捺 武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

＜事務局＞ 

 田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

・くるくる明舞 ―ライフステージやライフスタイルに合った豊かな住まい方―
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 7 回研究会（勉強会） 

日  時 令和元年 10 月 31 日（木） 13：30 ～ 17：00 

場  所 松ヶ丘ビル 3 階 中会議室 

議事次第 

開会（事務局） 

（1） ご挨拶・講師ご紹介等（三好先生）

（2） 「老朽住宅のリノベーションでのニュータウン再生の可能性」

講師：㈱フロッグハウス代表取締役 清水 大輔 氏 

都市住宅学会関西支部常議員 神吉 竜一 氏 

＜住宅見学＞ 

（3） 意見交換

（4） その他

閉 会 

以 上 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第 7 回研究会（勉強会）記録 

日 時：令和元年 10 月 31 日（木） 13：30 ～ 17：00 

場 所：松ヶ丘ビル 3階 中会議室 

テーマ：「老朽住宅のリノベーションでのニュータウン再生の可能性」について

出席者： 

＜講 師＞ ㈱フロッグハウス代表取締役 清水 大輔 氏 

＜委 員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

  水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

＜オブザーバー＞ 

  吴向阳   深圳大学 School of Architecture & Urban Planning 副教授 

  丁文磊   大阪大学 建築・都市計画論領域 博士後期課程 

  神吉 竜一 公益社団法人 都市住宅学会関西支部 常議員 

兎本 華捺 武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

＜事務局＞ 

 田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

明舞リノベ学校
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【入手資料】 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

 

第８回研究会 ニュータウンと外国人問題そこにある課題と今後の 

前向きな可能性について（事例調査⑦） 
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 8 回研究会（勉強会） 

 

  

日  時   令和元年 11 月 11 日（月） 15：00 ～ 17：00 

場  所   みなくーる明舞 

 

 

議事次第 

 

 開会（事務局） 

 

（1） ご挨拶・講師ご紹介等（三好先生） 

 

（2） 「ニュータウンと外国人問題 そこにある課題と今後の前向きな可能性について」 

講師：(NPO)神戸定住外国人支援センター フフデルゲル 氏 

   (NPO)oneself           中野 みゆき 氏 

 

（3） 意見交換 

 

（4）  神吉さんのお話／その他 

    ①ニュータウンセンター地区再生にあたって、既存テナントや事業者交渉の苦労や注意点 

②ニュータウンセンター地区再生により、より明確化した課題 

 

閉 会 

 

以 上 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第８回研究会（勉強会）記録 

 

日 時：令和元年 11 月 11 日（月） 15：00 ～ 17：00 

場 所：みなくーる明舞  

テーマ：「ニュータウンと外国人問題 そこにある課題と今後の前向きな可能性」について 

 

＜講 師＞  特定非営利活動法人神戸定住外国人支援センター 呼
フ

和徳力
フ デ ル

根
ゲ ル

 氏 

       特定非営利活動法人 Oneself 中野 みゆき 氏 

＜委 員＞  主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

伊丹 康二   武庫川女子大学 准教授 

＜オブザーバー＞ 

  吴向阳   深圳大学 School of Architecture & Urban Planning 副教授 

  丁文磊   大阪大学 

  神吉 竜一 公益社団法人 都市住宅学会関西支部 常議員 

兎本 華捺 武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

＜事務局＞ 

      田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

   三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

     川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【資 料】 

 ・KFC 中国帰国者交流会（パンフレット） 

 ・帰国者交流会 通信 6号 

 ・調査・事業報告２:中国残留邦人生活課題調査及び支援事業 

 ・自治体国際化フォーラム August2017 VOL.334「高齢化する外国人のサポートの必要性」 

 ・「共に生きていく」ということ ～Oneselfが目指すもの～ 

 ・定住外国人子ども奨学金チャリティ KOBE カンタービレ コンサート（パンフ） 
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【入手資料】 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

 

第９回研究会 グランドオーク百寿および社会福祉法人よしみ会と 

           泉北ニュータウンの関わりについて（事例調査⑨） 
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 9 回研究会（勉強会） 

 

  

日  時   令和元年 11 月 21 日（木） 

場  所   グランドオーク百寿 

        堺市南区茶山台 3-22-11 

集  合   12：30 グランドオーク百寿カフェにて体験昼食 

 

 

議事次第 

 

 開会    13：30 ～  

 

（1） 施設見学（1 時間程度） 

 

（2） 「グランドオーク百寿および、(社福)よしみ会と泉北ニュータウンの関わりについて」 

講師：グランドオーク百寿 施設長 山口大輔 氏 

 

（3） 意見交換 

 

（4）  その他（研究会の今後の予定等について） 

 

閉 会 

 

以 上 
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01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

 

第９回研究会（勉強会）記録 

 

 

日 時：令和元年 11 月 21 日（月） 12：00 ～ 17：00 

場 所：グランドオーク百寿  

テーマ：「グランドオーク百寿および、(社福)よしみ会と泉北ニュータウンの関わりについて」 

 

 

＜講 師＞  グランドオーク百寿 施設長 山口大輔 氏 

 

＜委 員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

松原 茂樹 大阪大学大学院 准教授 

 

＜オブザーバー＞ 

      吴向阳   深圳大学 School of Architecture & Urban Planning 副教授 

兎本 華捺 武庫川女子大学 三好研究室 ４回生 

於 貝賢(ﾕｲ ﾊﾞｲｹﾝ)  大阪大学 建築・都市計画論領域 博士前期課程 

 

＜事務局＞ 

      田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

   三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

     川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 
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【入手資料】 
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R01 オールド・ニュータウンの再生への取り組み状況と 

今後のあり方に関する研究 

第 10回研究会 本年度のまとめ方について意見交換 

資-97
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『オールド・ニュータウンの再生と今後のあり方研究会』 

第 10 回研究会 記録 

日  時 令和 2年 2月 14日（金） 

場  所 武庫川女子大学 

時  間 10：00 ～ 12：00 

テ ー マ 本年度のまとめ方について 

出 席 者 

＜委 員＞ 

主 査  三好 庸隆 武庫川女子大学 教授 

水野 優子 武庫川女子大学 准教授 

伊丹 康二 武庫川女子大学 准教授 

松原 茂樹 大阪大学大学院 准教授 

＜事務局＞ 

  田中 啓介 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部 特別参与 

  三安 康徳 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部 部長 

濵津  稔 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第一課 

    川上  薫 ㈱ＵＲリンケージ西日本支社 都市再生本部計画部計画第二課 

【確認事項】 

〇今年度は現目次で報告書をまとめ、次年度は今年度分も入れて 2か年分の総合的な結論に導く。 

〇Ⅴ章について 

・章表題：19年度のまとめと 20 年度調査に向けて

・節以下について

「再生活動のきっかけ」、「再生活動主体」、「活動組織・活動の継続性」を主テーマとしつつも、伊丹、

・水野、松原各委員がそれぞれの視点から力点とタイトルを決めて執筆。掲載順は、委員で調整。ボリュ

ームは 2～3 ページ程度。個別の事例を見てきた中から普遍的なものを見出す姿勢で。書きっぷりは個

人の個性を尊重する 

１．19 年度のまとめ 

イントロ

１-1．タイトル（執筆者名）

１-2．タイトル（執筆者名）

１-3．タイトル（執筆者名）

２．20 年度に向けて（主査 三好 庸隆） 
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〇カラーページについて 

〇資料編について 

〇各委員、略歴を事務局に送付する。 

〇今後のスケジュール 

以 上 
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スライド拡大版

これからの在宅医療とまちづくり スライド㉖ 

これからの在宅医療とまちづくり スライド㉗
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泉北ニュータウンの再生 ―市の取り組み― スライド③ 

 

泉北ニュータウンの再生 ―公社の取り組み― スライド⑭ 
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くるくる明舞 スライド⑦ 

 
くるくる明舞 スライド⑨ 
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